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 リコール対象が少数である１００台未満の届出について、平成２９年８月は１０件の届出がありまし

たので、公表します。 
 
 
 
 
１．届出者：三菱ふそうトラック・バス株式会社 

届出日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 製 作 日 
８月１日 4088 車 名 ： 三菱 

型 式 ： 2PG-FV70GX 
通称名 ： ふそうｽｰﾊﾟｰｸﾞﾚｰﾄ 

１ 平成２９年 ５月１２日 
  

不具合の部位等 大型ダンプトラックにおいて、車両後方の燃料タンク取付金具が、車枠側面のリ

ベットに干渉した状態で組み付けられたものがある。そのため、そのままの状態で

使用を続けると、当該金具の締結ボルトが緩んで当該金具に亀裂が生じ、最悪の場

合、燃料タンクや燃料配管が損傷して燃料が漏れるおそれがある。 

 
２．届出者：キャタピラージャパン合同会社 

届出日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 製 作 期 間 
８月２日 4083 車 名 ： キャタピラー 

型 式 ： WDP-AY4 
通称名 ： ９１０Ｋ 

２２ 平成２９年 ４月 ３日～ 
 平成２９年 ６月 ９日 

不具合の部位等 ショベルローダのフロントアクスル及び推進軸ジョイントにおいて、固定ボルト

の締め付け指示が不適切なため、締め付け力が不足しているものがある。そのた

め、そのままの状態で使用を続けると当該ボルトが緩み、最悪の場合、ボルトが外

れてフロントアクスルもしくは推進軸が脱落し、走行不能となるおそれがある。 

 
 
 
 
 
 

少数台数のリコール届出の公表について  （平成２９年８月分） 



 
３．届出者：ジャガー・ランドローバー・ジャパン株式会社 

届出日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 輸 入 期 間 
８月３日 外

2516 
車 名 ： ランドローバー 
型 式 ： ABA-LW3SA 他 
通称名 ： レンジローバー 
         スポーツ 他 

９ 平成２８年１０月２７日～ 
 平成２９年 ３月２４日 

不具合の部位等 助手席エアバッグのインフレータ（膨張装置）において、製造管理が不適切なた

め、点火剤が設計通りに調合されていないものがある。そのため、衝突時に助手席

エアバッグが展開せず、乗員が過度の傷害を負うおそれがある。 

 
４．届出者：株式会社タダノ 

届出日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 製 作 期 間 
８月４日 4090 車 名 ： タダノ 他 

型 式 ： YDS-T013 他 
通称名 ： GR-700N-2 他 

７８ 
 

平成２８年１１月１４日～ 
 平成２９年 ５月３０日 

不具合の部位等 ホイールクレーンのエンジン制御装置（ＥＣＭ）が、エンジン圧縮開放ブレーキ

を作動させる信号回路へ誤信号を発するため、エンジン圧縮開放ブレーキが正常に

作動しないことがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、エンジン出

力の低下若しくは白煙を排出し、最悪の場合、エンジンが停止するおそれがある。 

 
５．届出者：株式会社タダノ 

届出日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 製 作 期 間 
８月４日 4091 車 名 ： タダノ 

型 式 ： YDS-T014 
通称名 ： GR-160N-4 

３５ 平成２９年 ３月１８日～ 
 平成２９年 ６月１６日 

不具合の部位等 保安基準第５５条の規定に基づき、接地圧の基準緩和認定を受けた車両におい

て、認定の条件として表示する接地圧の単位表示に誤りがあったため、接地圧が正

しく表示されていないものがある。 

 
６．届出者：株式会社ＫＡＴＯ ＨＩＣＯＭ  

届出日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 輸 入 期 間 
８月２１日 外

2520 
車 名 ： TEREX CRANES 
型 式 ： 不明  
通称名 ： ＡＣ１２０／４Ｊ 

２１ 
 

平成２６年 ２月１４日～ 
 平成２７年１０月２９日 

不具合の部位等 誤った重心の高さにより最大安定傾斜角度を計算したため、最大安定傾斜角度が

３０度未満となり、保安基準第５条に定める基準を満足していない。 

 
 
 



 
７．届出者：日本トレクス株式会社 

届出日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 製 作 期 間 
８月２４日 4099 車 名 ： トレクス 

型 式 ： PFV335AD 他 
通称名 ： － 

３６ 
 

平成２５年 ７月２４日～ 
 平成２７年 ７月２８日 

不具合の部位等 コイル運搬用セミトレーラにおいて、コイルポケット部（荷台）の強度が不足し

ているため、大型コイル積載時の応力で、コイルポケット鋼板部に亀裂が発生す

る。 

 
８．届出者：ビー・エム・ダブリュー株式会社 

届出日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 製 作 期 間 
８月２９日 外

2526 
車 名 ： ＢＭＷ 
型 式 ： CBA-7H66 
通称名 ： BMW M760Li xDrive 

３４ 
 

平成２８年１１月２３日～ 
 平成２９年 ３月２９日 

不具合の部位等 エンジン冷却装置において、左側のエンジンオイルクーラーホース（送り側）の

製造が不適切なため、耐熱性が不足したクーラーホースが組み付けられたものがあ

る。そのため、エンジンオイルの熱影響により、クーラーホースが破損してオイル

が漏れ、最悪の場合、漏れたオイルがフロントブレーキディスクに付着し、フロン

トブレーキの制動力が低下するおそれがある。 

 
９．届出者：酒井重工業株式会社 

届出日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 製 作 期 間 
８月３０日 4094 車 名 ： サカイ 

型 式 ： VMW2 
通称名 ： ＭＷ７００ 

１９ 
 

平成１８年 ７月 ４日～ 
 平成２２年 ９月１０日 

不具合の部位等 ロード・ローラの電気装置において、バッテリーリレー用電源ケーブルの配索が

不適切なため、車両の振動により当該ケーブルが原動機マイナスアースコードと接

触して磨耗することがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、バッテ

リーリレー用電源ケーブルと原動機マイナスアースコードの被覆が剥がれて短絡

し、最悪の場合、原動機の停止又は再始動が困難となるおそれがある。 

 
１０．届出者：トヨタ自動車株式会社 

届出日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 製 作 期 間 
８月３１日 4097 車 名 ： トヨタ 

型 式 ： CBA-URJ202W 他 
通称名 ： ランドクルーザー 他 

１１ 
 

平成１４年 ２月 １日～ 
 平成２８年 ５月２３日 

不具合の部位等 運転者席用または助手席用エアバッグにおいて、車両工場での作業が不適切なた

め、異なる仕様の部品を搭載したものがある。このため、エアバッグ作動時に正常

に展開しないおそれがある。 



【参考】 
 
 ●平成２９年８月のリコール届出総件数 

 内   訳 
対象台数 100 台以上 対象台数 100 台未満 

国産車 １２（－３） ５（－８）  ７（＋５） 

輸入車  ７（＋４） ４（＋２）  ３（＋２） 

計 １９（＋１） ９（－６） １０（＋７） 

※ （ ）内は、対前年同月比 
 
 
 ●リコール届出件数及び対象台数（平成２９年度）                              ＜速報値＞ 
 届出件数 対 象 台 数 

国産車 輸入車 合 計 国産車 輸入車 合 計 
４ 22(+5) 8(-4) 30(+1) 808,469(-1,175,324) 3,638(-22,525) 812,107(-1,197,849) 

５ 9(±0) 15(+11) 24(+11) 196,104(+90,513) 8,789(+5,578) 204,893(+96,091) 

６ 18(-10) 20(+9) 38(-1) 179,217(-4,553,922) 65,506(-35,473) 244,723(-4,589,395) 

７ 17(-6) 15(+1) 32(-5) 184,875(-775,583) 80,382(+56,409) 265,257(-719,174) 

８ 12(-3) 7(+4) 19(+1) 25，396(-124,217) 3,009(+2,599) 28,405(-121,618) 

小計 78(-14) 65(+21) 143(+7) 1,394,061(-6,538,533) 161,324(+6,588) 1,555,385(-6,531,945) 

※ （ ）内は、対前年比 
 
 


